
い
つ
も
と
違
う
今
年

の
秋
、
で
も
い
つ
も
と

同
じ
飯
寿
司
の
美
味
し

い
季
節
は
確
実
に
到
来
。

今
年
も
、
当
社
中
井
英

策
商
店
で
は
、
秋
風
が

吹
き
始
め
た
と
同
時
に
、

当
社
の
飯
寿
司
製
品
各

種
の
仕
込
み
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
い
つ
も
と
違
っ

た
秋
、
し
か
し
当
社

工
場
に
は
ベ
テ
ラ
ン

の
女
性
従
業
員
を
始

め
、
若
手
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
男
性
従
業
員
も

入
り
、
活
気
あ
ふ
れ

る
作
業
現
場
と
な
っ

作
業
は
、
き
ん
き
な

ど
の
魚
介
類
の
三
枚

お
ろ
し
か
ら
切
り
身

へ
の
加
工
に
始
ま
り
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業

で
漬
け
込
み
樽
に
、
切

り
身
と
米
、
糀
、
野
菜

な
ど
を
重
ね
漬
け
し
て

い
く
。

例
年
、
看
板
商
品
の

キ
ン
キ
い
ず
し
を
始
め
、

紅
鮭
や
ハ
タ
ハ
タ
、
ホ

タ
テ
、
マ
ツ
カ
ワ
な
ど
、

全
部
で
お
よ
そ
五
万
樽

の
飯
寿
司
を
漬
込
む
が
、

今
年
も
例
年
並
み
の
製

造
を
計
画
し
て
い
る
。

当
社
及
川
社
長
は

「
昨
年
末
に
は
、
相
次

ぐ
売
り
切
れ
欠
品
を
起

こ
し
、
お
得
意
先
様
に

多
大
な
迷
惑
を
お
掛
け

し
た
反
省
か
ら
、
今
年

は
若
干
多
め
の
仕
込
み

を
計
画
し
て
い
る
。

(

コ
ロ
ナ
禍
で)

販
売
は

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る

が
、
美
味
し
さ
は
絶
対

の
自
信
を
持
っ
て
い
る
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

当
社
、
中
井
英
策
商

店
の
看
板
商
品
「
キ
ン

キ
い
ず
し
」
が
、
こ
の

年
末
に
も
発
売
か
ら
大

き
な
節
目
の
出
荷
数

(

５
０
０
ｇ
樽
換
算)

一

五
〇
万
樽
を
突
破
す
る

こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
一
九
七
八

年(

昭
和
五
十
三
年)

九

月
に
初
出
荷
し
た
当
社

の
看
板
商
品
「
キ
ン
キ

い
ず
し
」
五
〇
〇
ｇ
樽

が
、
発
売
か
ら
四
十
二

年
目
の
今
年
十
月
ま
で

に
、
出
荷
累
計
で
百
四

十
七
万
樽
を
突
破
し
て

い
た
も
の
で
、
こ
の
十

二
月
の
早
い
段
階
で
、

百
五
十
万
樽
の
節
目
を

突
破
す
る
こ
と
が
確
実

に
な
っ
た
も
の
。

「
キ
ン
キ
い
ず
し
」
は
、

当
初
は
五
〇
〇
ｇ
樽
だ

け
の
製
造
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
１
㎏
サ
イ
ズ
を

発
売
、
さ
ら
に
お
客
様

の
要
望
に
応
え
る
価
値

で
、
８
０
０
ｇ
、
三
〇

〇
ｇ
、
昨
年
末
か
ら
は

１
４
０
ｇ
の
個
食
タ
イ

プ
も
発
売
し
、
現
在
は

１
㎏
を
除
く
四
種
類
の

サ
イ
ズ
を
製
造
販
売
し

て
い
る
。
百
五
十
万
樽

と
い
う
の
は
、
最
も
売

れ
筋
の
５
０
０
ｇ
樽
に

換
算
し
て
の
数
字
で
、

発
売
か
ら
四
十
二
年
目

の
大
き
な
節
目
。

な
お
、
当
社
で
は
、

１
５
０
万
樽
発
売
達
成

を
記
念
し
、
来
年
二
月

頃
に
「
謝
恩
感
謝
セ
ー

ル
」
を
実
施
す
る
予
定

で
、
通
販
や
ネ
ッ
ト
等

を
通
じ
て
大
々
的
に
告

知
活
動
を
展
開
す
る
計

画
だ
。
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き
ん
き
ん
新
聞

中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
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師走目前仕込み本格化

今
年
も
５
万
樽
製
造
へ

Ｔ
Ｖ
取
材
も
始
ま
る

150万樽販売来月達成へ

きんきいずし発売42年で

1

鉄
道
大
好
き
の
私
、

中
井
英
策
商
店
社
長
の

及
川
が
連
載
で
お
届
け

し
て
い
る
ぶ
ら
り
鉄
道

の

旅
、
思
い
出
旅
日
記
、

十
一
回
目
と
な
な
っ
た

今
回
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン

な
ら
誰
で
も
「
人
生
で

一
度
は
乗
っ
て
み
た
い
」

と
憧
れ
る
、
秋
田
県
北

部
か
ら
青
森
県
津
軽
地

方
を
ひ
た
走
る
Ｊ
Ｒ
五

能
線
を
ぶ
ら
り
旅
し
て

み
た
。

五
能
線
は
、
秋
田
県

北
部
の
能
代
市
、
東
能

代
駅
を
起
点
に
青
森
県

弘
前
市
郊
外
川
部
駅
を
結
ぶ
総
延
長
一

四
七
・
二
キ
ロ
の
単
線
で
、
全
線
非
電

化
区
間
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
の
運
航

路
線
。

私
に
と
っ
て
も
、
ほ
ぼ
二
十
年
ぶ
り

の
乗
車
と
な
っ
た
。

真
夏
の
平
日
、
秋
田
県
北
部
能
代
駅

か
ら
今
回
は
ス
タ
ー
ト
、
能
代
駅
に
着

く
と
目
に
つ
い
た
の
が
、
駅
前
看
板
の

「
バ
ス
ケ
の
街
の
し
ろ
」
の
文
字
、
こ

こ
能
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
い

街
だ
っ
た
ん
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

そ
し
て
、
能
代
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
は
、
こ
れ
ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ゴ
ー

ル
ポ
ス
ト
が
・
・
・
。

日
本
全
国
駅

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
あ
る
駅
は
正
に
「
こ
こ
だ
け
だ
ろ

う
」
と
感
心
、
そ
し
て
２
両
編
成
の
弘

前
行
き
、
ワ
ン
マ
ン
普
通
列
車
に
乗
り

込
ん
だ
。

北
能
代
駅
を
抜
け
る
と
、
線
路
両
側

に
は
水
田
が
広
が
っ
て
来
た
。

そ
し
て
向
か
い
に
は
世
界
自

然
遺
産
で
知
ら
れ
る
白
神
山

地
の
山
並
み
が
遥
か
に
見
え

る
。能

代
を
出
発
し
て
４
番
目

の
駅
、
沢
目
駅
を
過
ぎ
る
と

向
か
っ
て
左
手
に
大
き
な
発

電
用
風
車
が
見
え
て
来
た
、

そ
し
て
そ
の
向
こ
う
に
は
日

本
海
。
い
よ
い
よ
列
車
は
お

目
当
て
の
海
岸
沿
い
ル
ー
ト

へ
。次

の
駅
は
八
森
、
ハ
チ
モ

リ
？
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
？
と
思
っ
た
次
の
瞬

間
、
ハ
タ
ハ
タ
館
の
看
板
が

見
え
た
。
そ
う
だ
！
！
ハ
チ

モ
リ
、
ハ
タ
ハ
タ
・
・
・
・
、

ど
こ
か
の
民
謡
で
馴
染
み
の

あ
る
あ
の
ハ
タ
ハ
タ
で
有
名

な
町
だ
！
！
ハ
タ
ハ
タ
と

言
え
ば
、
当
社
中
井
英
策

商
店
で
も
飯
寿
司
製
造
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
魚
、

不
思
議
な
縁
を
感
じ
な
が

ら
、
車
窓
か
ら
見
え
る
ハ

タ
ハ
タ
館
を
眺
め
た
。

や
が
て
列
車
は
、
左
が

奇
岩
が
珍
し
い
海
岸
線
、

右
が
世
界
的
な
規
模
の
ブ

ナ
林
が
貴
重
な
世
界
遺
産

白
神
山
地
の
両
極
端
な
絶

景
を
眺
め
な
が
ら
進
む
。

こ
れ
が
、
鉄
道
フ
ァ
ン

を
惹
き
つ
け
る
何
と
も
言

え
な
い
絶
景
の
走
行
で
、

私
が
乗
っ
た
こ
の
列
車
に

も
、
い
か
に
も
撮
り
鉄
フ
ァ

ン
、
マ
ニ
ア
ら
し
き
若
者

が
２
名
乗
り
込
ん
で
い
た
。

白
神
岳
登
山
口
駅
を
過

ぎ
て
、
列
車
は
十
二
湖
駅
、
青
森
県
北

津
軽
に
あ
る
十
三
湖
は
有
名
だ
が
、
十

二
湖
が
存
在
す
る
こ
と
を
初
め
て
こ
の

時
知
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
列
車
は
、
左
側
の
海
岸

線
を
ゆ
っ
く
り
と
蛇
行
し
な
が
ら
走
る
。

や
が
て
深
浦
駅
に
到
着
、
古
く
か
ら
の

漁
港
で
、
漁
業
の
町
ら
し
く
水
産
加
工

場
の
お
ば
ち
ゃ
ん
ら
し
き
女
性
が
こ
こ

で
ド
ッ
と
乗
り
込
ん
で
来
た
。
静
か
だ
っ

た
車
内
は
、
こ
こ
で
急
に
賑
や
か
に
な
っ

た
。そ

し
て
、
列
車
は
今
回
一
番
の
お
目

当
て
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
有
名
な
千

畳
敷
駅
に
停
車
、
駅
の
目
の
前
が
畳
上

の
岩
が
海
岸
に
せ
り
出
し
た
珍
し
い
景

色
を
作
り
出
し
て
い
る
千
畳
敷
が
目
の

前
に
広
が
っ
た
。
思
わ
ず
、
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
す
る
と
、
他

に
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
音
が
・
・
・
、

そ
ん
な
一
瞬
を
楽
し
ん
だ
列
車
は
、
伝

統
あ
る
港
町
、
鰺
ヶ
沢
駅

に
到
着
、
こ
こ
で
車
掌
さ

ん
が
乗
車
し
、
ワ
ン
マ
ン

列
車
で
は
な
く
な
っ
た
。

鰺
ヶ
沢
駅
を
出
る
と
、
よ

う
や
く
海
岸
線
か
ら
内
陸

に
入
る
青
森
県
津
軽
地
方

を
横
断
す
る
ル
ー
ト
に
入
っ

た
。間

も
な
く
、
右
手
に
津

軽
の
シ
ン
ボ
ル
岩
木
山
の

雄
姿
、
そ
し
て
リ
ン
ゴ
畑

が
広
が
っ
て
来
た
。

水
田
と
リ
ン
ゴ
畑
を
横
目
に
走
っ
た

列
車
は
、
や
が
て
五
所
川
原
駅
に
到
着

し
た
。
こ
こ
は
、
北
津
軽
を
走
る
私
鉄
、

ス
ト
ー
ブ
列
車
で
有
名
な
津
軽
鉄
道
の

起
点
駅
で
、
こ
の
時
も
一
両
編
成
の
列

車
が
出
発
を
待
っ
て
い
た
。
鉄
道
フ
ァ

ン
の
私
と
て
も
「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
っ
て

い
い
な
あ
」
と
何
と
も
言
え
な
い
哀
愁

が
漂
っ
て
き
た
。

や
が
て
列
車
は
、
奥
羽
本
線
と
合
流

す
る
川
部
駅
に
到
着
、
進
行
方
向
が
逆

と
な
っ
て
終
着
駅
の
弘
前
へ
・
・
・
。

気
が
付
く
と
出
発
か
ら
、
四
時
間
が
過

ぎ
て
い
た
。

憧
れ
の
五
能
線
、
乗
り
応
え
も
あ
り
、

正
に
車
窓
か
ら
の
多
彩
な
絶
景
が
フ
ァ

ン
を
魅
了
す
る
路
線
で
あ
る
こ
と
を
実

際
に
体
感
で
き
た
旅
だ
っ
た
。
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思い出鉄道旅日記⑪
中井商店及川社長の

世界遺産の自然林と海岸線を疾走(JR五能線)

川部

東能代

五所川原

ＪＲ五能線
青森県

岩手県秋田県

駅のホームにバスケコートが(能代駅）

車窓から眺める海岸線の絶景

駅の目の前は景勝地の千畳敷

世界遺産白神山地の山々も見られる

乗
り
鉄
ち
ゃ
ん
の
及
川
社
長
で
す
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